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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 Phabsim System（物理環境シミュレーションシステム）では算定に用いる各項の物理的意義，選定理由等に対し

ての明確な裏付けに欠けるという欠点が指摘されている．しかし，簡便な手法であるという利点もあり，その利点

を考慮し優位な手法であると判断して解析に使用する．本研究においては，中村 1）による HSC（生息場適性基準）

を用いると共に，現地調査に基づいた生息場適性基準を作成して，WUA（重み付き利用可能面積）を算出した．こ

の新たに改良した手法の有効性を検討するとともにより良い河川環境を考える第一歩として小畔川に着目し，魚類

の生息状況を把握する事を目的としている． 
２．現地調査２．現地調査２．現地調査２．現地調査        

 魚類の捕獲，水理量，河道状況を調査するにあたり小畔川の下流部に位置する精進場橋から 100[m]と上流 200[m]
の約 300[m]を調査区間とした．調査地点は，下流域から A，B，・・・O の 15 測点としている． 
そして魚を捕獲する為に半径 1.8[m]，目の粗さ 7.0×7.0[mm]の投網を用いた．捕獲者は小畔川に精通している経験

者に依頼をし，広範囲に渡り魚を捕獲し，魚種毎に捕獲場所と捕獲数を記録した．また，図‐1 から分かる通り，

1)オイカワ（Zacco platypus）とウグイ（Tribolodon hakonensis））））の個体数が多かった．2)指標生物とされている魚種

である．以上 1）2)の理由からこの 2 種を本解析の対象魚として選出する． 
 

 

 

 

 

 

    
図‐図‐図‐図‐1111 小畔川における魚種毎の年度別魚類捕獲調査結果一覧 

α：オイカワ，β：ウグイ，γ：ニゴイ，δ：モツゴ，ε：アユ，ζ：カマツカ，η：コイ 
３．３．３．３．Phabsim SystemPhabsim SystemPhabsim SystemPhabsim System による解析による解析による解析による解析 
(1)水理計算および生息場評価 

 先ず，流速，水深を計算する為に 2‐D 浅水長波方程式から有限要素法を用いて計算した．そして，魚類の生息

場評価には従来の Phabsim System の算出方法により WUA を算出した．解析メッシュは須藤，道上 2)らの考えに基

づいて魚の体長，投網の最大打ち込み面積 18.33[m2]を十分に考慮し約 1.2[m2]に設定した． 

(2)生息場適性基準 

表．表．表．表．1111 水深，流速に対する既往の生息場適性基準 
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ウグイ（修正後） オイカワ（修正後）

適性範囲 適性関数（1次） 適性範囲 適性関数（1次）

適性範囲 適性関数（1次） 適性範囲 適性関数（1次）

ウグイ（修正前） オイカワ（修正前）
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Phabsim System において，魚類の生息場を評価する為には先ず十分に魚の特性を把握しておく必要がある．表．

1 は中村 1)らの既往の研究から一般化されたものと現地調査結果から流速について修正を施したものである．また，

河床材料についての粒度試験を行なった結果，平均粒径 D50=11.80[mm]となった為，河床材質には 1.0 を与える．

４．解析結果４．解析結果４．解析結果４．解析結果        

図－2は流量 0.1[m3/s]から 1.5[m3/s]における解析対象

区間全域の HSC 修正前と修正後の結果を比較したもの

である．図－2からわかる通り，HSC 修正前は終始ウグ

イの WUA＞オイカワの WUA の関係となっており，実

測のウグイの個体数＜オイカワの個体数とは一致しな

い．しかし，HSC 修正後は実測の関係と類似するよう

になった．図－3，図－4 は小畔川における正常流量

0.5[m3/s]解析の結果である．図－3 から，ウグイは

WUAmax=94[%]，オイカワは WUAmax=97[%]，そしてこ

の領域においてオイカワの方が高い WUA 値を多く分

布している事がわかる．また，ウグイ，オイカワの両

個体数密度と両者の WUA 計算値を比較するとオイカ

ワに関しては各調査年の傾向に概ね一致したが，ウグ

イに関しては傾向の一致が見られない結果となった． 
 

 
 
 

 
 
 
 
    

    

    

    

    

    

    

    

図－図－図－図－2222 解析領域全域における HSC 修正前と修正後

におけるウグイ，オイカワの WUA 比較 
 
 
                            

  

    

    

    

    

    

図‐図‐図‐図‐3333 修正後の適性基準を採用した田端用水排水樋管付近の WUA 評価（左：ウグイ，右：オイカワ） 
    

     
    

    

    

    

    

図‐図‐図‐図‐4444    測点 A-D における個体密度と WUA 計算結果の比較    

５．結論・考察５．結論・考察５．結論・考察５．結論・考察    
 HSC を修正した事から，小畔川に生息するウグイとオイカワの WUA の精度が上がった．また，解析の際，メッ

シュ形状を自由にできる有限要素法を採用した事により投網面積を用いて，より詳細な領域の解析が可能になった．

そして，実際に捕獲した魚の個体数密度と WUA の比較の結果からオイカワに関して傾向が一致した事は，魚の個

体数予測を実現する為の第一歩だと考えられる． 

しかし，Phabsim System では現地調査の結果から得られる HSC の重要度はかなり高く，現段階での調査結果では

まだまだ不十分である事は図－4 の結果からも明らかであり，今後の課題だと考えられる．        
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